別表第三十八号　伝送信号の構成(第49条第1項関係)
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注
1　TSパケットは、TSパケットの先頭の同期バイトを除く187バイトに対して8ビットのCRC誤り訂正(生成多項式：g(X)＝X8＋X7＋X6＋X4＋X2＋1)を行い、後続のTSパケットの同期バイトと置き換えるものとする。
2　ベースバンドフレーム信号に対する電力拡散信号は、別記1のとおりとする。
3　インターリーブは、別記2のとおりとする。
4　XFECフレーム信号は、FECフレーム信号について、八相位相変調のためのキャリア変調マッピングを行って生成される。
5　XFECフレーム信号は90シンボルから成るスロット単位に分割される。
6　フィジカルレイヤフレーム信号において、同期パイロット信号を挿入する場合は、36シンボルから成る無変調の同期パイロット信号を16スロット間隔で挿入する。ただし、次のフィジカルレイヤフレーム信号の先頭には同期パイロット信号を挿入しない。
7　フィジカルレイヤフレーム信号に対する電力拡散信号は、別記3のとおりとする。
8　フィジカルレイヤヘッダ信号の構成は、別記4のとおりとする。
別記1　ベースバンドフレーム信号に対する電力拡散信号
X15＋X14＋1(15次M系列)により発生する疑似乱数符号系列を加算する。
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：排他的論理和の演算素子
別記2　インターリーブ
インターリーブは、FECフレーム信号に対してビット単位でブロックインターリーブを行うものとする。FECフレーム信号のデータは、21600行×3列の行列構造とし、インターリーバに列方向の順に書き込まれ、行方向の順に読み出される。なお、ベースバンドヘッダ情報のMSBは、符号化率2／3の場合は最初に読み出され、符号化率3／5の場合は3番目に読み出される。
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符号化率3／5の場合
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符号化率2／3の場合
別記3　フィジカルレイヤフレーム信号に対する電力拡散信号
フィジカルレイヤフレーム信号(フィジカルレイヤヘッダ信号を除く。)のキャリア変調マッピングされた信号(I＋jQ)に(CI＋jCQ)を乗算する。電力拡散後の信号ISCRAMBLED及びQSCRAMBLEDは次式により与えられる。
ISCRAMBLED＝(ICI－QCQ)
QSCRAMBLED＝(ICQ＋QCI)
ここで、CI(i)＋jCQ(i)は次式で表され、R(i)は下図に示す発生器により発生する。
CI(i)＋jCQ(i)＝exp(jR(i)π／2)
[image: image6.png]20

x )=z
Yo
]

A (O =1, X(1)
Y0 =¥(1)

e

2(1+131072 mod (9=1))




[image: image7.png]


：1ビット遅延素子
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：排他的論理和の演算素子
別記4　フィジカルレイヤヘッダ信号の構成
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注
1　SOFは、フィジカルレイヤフレーム信号の開始を示す符号で、18D2E82h(hは16進表記)の固定値を使用する。
2　PLSCODEは、7ビットのフィジカルレイヤヘッダ情報について、(64，7)の2値直交符号化を行う。
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(32，6)符号化は、次に示す生成行列gにより行うものとする。
g＝(／01010101010101010101010101010101／00110011001100110011001100110011／00001111000011110000111100001111／00000000111111110000000011111111／00000000000000001111111111111111／11111111111111111111111111111111／)
3　(64，7)の2値直交符号化後のPLSCODEは、次に示すビット列と排他的論理和をとることにより電力拡散を行う。
0111000110011101100000111100100101010011010000100010110111111010
